
 事業所名  平戸市療育支援センターあったかさん２１        保護者数（児童数） ２7  回収率 割合  33 ％   令和１年１２月 実施 

 

 
チェック項目 はい 

どちらとも 

いえない 
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環

境 

・ 

体

制

整

備 

1 
子どもの活動等のスペースが十分に確保されてい

るか 
９   ・十分な広さで問題ないと思う。  

2 職員の配置数や専門性は適切であるか ５ ４  
・必ず先生が一人ついてくれるので安心してお願い出来 

る。 
 

3 
事業所の設備等は、スロープや手すりなどバリアフ

リー化の配慮がなされているか 
８ １    

適

切

な

支

援

の

提

供 

4 
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、放課後等デイサービス計画が作成されているか 
８ １    

5 活動プログラムが固定化しないように工夫されているか ９   
・毎回工夫されていると感じる。今日ななにかな？とワク 

ワクしているようだ。 
 

6 
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の

ない子どもと活動する機会があるか 
４ ４ １ 

・障害のない子との対応・関わりの中で療育して欲しいと 

思うこともある（アドバイス含め） 

・他事業所との交流は難しいが、異年齢児やボランティア(高

校生)との交流が 出来る場を作っていきたい。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

７ 
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか 
８ １    

８ 

日ごろから子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解がで

きているか 

９     

９ 
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の 

支援がおこなわれているか 
９     

10 
父母の会の活動を支援や、保護者会等の開催

により、保護者同士の連携が支援されているか 
４ ６   

・保護者会等の発足は、負担が増えるので困るという声もあ

るが保護者の方向けの講演会の実施や、保護者が集まり

話せるような企画が出来ないか、考えていきたい。 

・保護者様の相談に対応出来るよう、職員のスキルアップに  

取り組んで行きたい。 

放課後等デイサービス自己評価表（公表） 



 

 
 

〇この「事業所における自己評価結果（公表）は、事業所全体で行った自己評価です。 

 

 

 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

11 

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか 

８ １  

・どんな苦情があっているか、その対応をどうしたかなどの 

 説明がないのでわからない。 

 

 

・「ご意見箱」を設置しているが、現在までに苦情は寄せられて

いない。相談しやすい環境を整えると同時に、保護者の方の

相談に対応出来るよう、職員のスキルアップに取り組んで行

きたい。 

12 
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた

めの配慮がなされているか 
９    

・メールでの連絡をして頂けるようにしたことで、時間の調整や

休みの連絡など、以前より保護者の方との連携がとりやすく

なっている。 

13 

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護

者に対して発信しているか 

９    ・法人のホームページを公開している。 

14 個人情報に十分注意しているか ８ １   ・厳重に管理している。 

非
常
時
等
の
対
応 

１５ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明な

されているか 

７ ２   

・幼児を対象に、１０月の療育で避難訓練を実施している。 

・３月に、職員を対象とした「怪我や事故時の 対応」「通報 

訓練」を行い、防災マニュアルに沿った職員研修を行っている 

・防犯・感染症対応の各マニュアルについては、玄関に掲示し 

周知している。 

１６ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を行われているか 
６ ２ １ 

・今の場所になって避難訓練をしたことがない。 

 

・お子様全員を対象として実施することが望ましいが難しく、 

幼児を対象として行っている。 

満
足
度 

１７ 子どもは通所を楽しみにしているか ９   
・なにより楽しみにしている。 

・毎回とても楽しみにしている。 

・来てよかった！やってみたら出来た！など、療育に参加したお 

子様にとって楽しく有意義な時間を提供出来るよう努める。 

１８ 事業所の支援に満足しているか ９   

・「取り組む姿勢」がとてもよくなった。大満足している。 

・もう少し専門性のある職員が増えるといいと思う。 

・相談出来る職員が限られる。 

・親以上にこどものことを良く理解したうえで接してもらえ 

るので満足している。 

・スタッフ全員で、お子様の理解に努め、また保護者様のお悩 

みやご相談に対応出来るよう、研鑽を積んでいきたい 

・学校やお仕事など、色々な都合をつけ、貴重な時間を療育 

につかって頂いているということを、スダッフ全員が真摯に受け 

止め、日々の療育を丁寧に進めていきたい。 


